
新
緑
の
候
、
会
員
各
位
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
大
慶
に
存
じ
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会
春
季
総
会
を
下
記
に
よ
り
開
催
し
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
出
席
を

賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
総
会
で
は
、
特
別
講
演
を
日
本
病
院
団
体
協
議
会
議
長
　
全
国
公

私
病
院
連
盟
会
長
　
竹
内
正
也
先
生
（昭
和
二
十
二
年
卒
）
に
お
願
い
し
て
、

「国
際
的
支
援

・
交
流
の
経
験
　
日
本
の
病
院
界
の
発
展
を
希
望
し
て
」
（後

述
）
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
竹
内
先
生
は
世
界
各
国
を
訪

問
さ
れ
て
、
国
際
的
な
医
療
界
の
実
情
に
詳
し
く
充
実
し
た
内
容
の
お
話
が

聞
け
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
デ
イ
ナ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
関
東
艮
陵
同
窓
会
の
役
員
で
副
幹

事
長
を
務
め
る
根
本
　
宏
先
生

（昭
和
四
十

一
年
卒
）
が
師
弟
共
演

（後
述
）

で
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
ご
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

薫
風
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
楽
し
い
総
会
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、

奥
様
は
じ
め
ご
家
族
の
皆
様
お
誘
い
い
た
だ
き
、
ご
出
席
を
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
皆
々
様
の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
△
口
△
バ

会
長
　

　

　

　

高

橋
　
俊
雄

（
会
費
納
入
の
お
願
い
　
本
総
会
会
費
及
び
年
会
費
の

ご
納
入
を
四
ペ
ー
ジ
記
載
要
領
に
て
お
願
い
し
ま
す
。
）

記
平
成
十
九
年
六
月
十
六
日

（土
）

市
ヶ
谷
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
イ
ア
４
Ｆ

千
代
田
区
九
段
北
四

‐
二

‐
二
五

・
電
話

０
３

・
３
２
６
１

・
９
９
２
１
）
交
通

・
地
下

鉄
有
楽
町
線

。
新
宿
線

。
南
北
線
市
ケ
谷
駅
、

Ｊ
Ｒ
市
ケ
谷
駅
下
車
そ
れ
ぞ
れ
徒
歩
約
２
分

午
後
四
時
よ
り

午
後
四
時
二
十
分
開
会

一
、
開
会
の
辞

一
、
会
長
挨
拶

一
、
経
過
報
告

一
、
各
役
員
報
告

一
、
秋
季
総
会
担
当
報
告

（新
潟
）

一
、
閉
会
の
辞

「国
際
的
医
療
支
援

・
交
流
の
経
験
」

竹
内
正
也
先
生

（昭
和
二
五
卒
）

午
後
六
時
よ
り

一
、
開
会
の
辞

一
、
ア
フ
タ
ー
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

根
本
　
宏
先
生

（ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
Ｙ

掃
部

彰
子
さ
ん

（ヴ
ア
イ
オ
リ
ン

・
ピ
ア
ノ
）

一
、
閉
会
の
辞

（第
二
十
二
号
）

東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会

春
季
総
会
の
ご
案
内

一

、

¨
一
、

二
、
受
付
開
始

四
、
総
　
会

五
、
特
別
講
演

六
、
懇
親
会

場 期

所 日

七
、
会
　
費
　
　
△
〓
員
　
　
　
一
〇
〇
〇
〇
円

一ご
家
族
　
　
　
人
○
○
○
円

（
一
人
）

八
、
出
席
申
込
み
　
同
封
の
振
替
用
紙
に
会
費
と
共
に

・

お
申
込
み
下
さ
い
。



春
期
鯰
会
特
別
講
演
姜
旨

国
際
的
医
療
え
波

交
流
の
経
験

（日
本
の
病
院
界
の
分
晨
を
希

笙
し
て
）

竹

内

正
也

（昭
和
二
五
卒
）

病
院
界

・
団
体
の

一
本
化

平
成
十
六
年
十
二
月
、有
識
者
会
議
で
お

こ
な
わ
れ
た
「中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

の
在
り
方
の
見
直
し
に
係
る
基
本
的
合
意
」

に
基
づ
き
「病
院
等
多
様
な
医
療
関
係
者
の

意
見
を
反
映
で
き
る
委
員
構
成
の
在
り
方
」

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
病
院
界
が

一
つ
に

ま
と
ま
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま

で
は
日
本
医
師
会
か
ら
五
名
の
中
医
協
医

院
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

の
二
名
を
病
院
界
か
ら
推
薦
す
る
こ
と
が

決
ま
り
、病
院
団
体
も

一
本
化
の
気
運
が
生

じ
、
そ
の
取
り
ま
と
め
役
を
お
引
き
受
け
し

ま
し
た
。

写真上は竹内正也先生

そ
の
後
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
国
立
大
学

付
属
病
院
長
会
議
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
、全
国
公
私
病
院
連
盟
な
ど
十

一
団

体
が
結
集
し
て
、
日
本
の
病
院
の
約
九
〇
％

が
参
加
す
る
日
本
病
院
団
体
協
議
会
（日
病

協
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

医
療
界
の
現
在
の
課
題

さ
て
、
医
療
界
の
現
在
の
課
題
は
、
昨
春

の
社
会
保
険
診
療
報
酬
三
二

六
％
削
減
に

伴
う
病
院
経
営
の
不
安
、
医
師
不
足
、
七
対

一
入
院
基
本
料
導
入
に
よ
る
看
護
師
不
足
、

患
者
負
担
の
増
加
等
々
で
あ
り
ま
し
よ
・２

数
百
兆
億
円
に
も
及
ぶ
負
債
を
抱
え
る

国
の
要
請
な
ら
ば
「医
療
費
抑
制
も
止
む
を

得
な
い
」
と
考
え
つ
つ
も
、
景
気
回
復
と
共

に
国
の
税
収
改
善
が
報
じ
ら
れ
、欧
米
諸
国

の
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
消
費
税
を
「目
的

税
と
し
て
医
療
・介
護
・福
社
の
充
実
を
目

指
す
べ
き
だ
」
と
い
う
国
民
の
声
が
次
第
に

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
時
に
、史
上
最
大

の
一一丁
一
六
％
の
引
き
下
げ
が
簡
単
に
行
わ

れ
た
こ
と
は
、
国
民
の
理
解
を
容
易
に
得
ら

れ
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

東
京
大
学
経
済
学
部
の
宇
沢
弘
文
名
誉

教
授
は
「医
療
は
社
会
的
共
通
資
本
で
あ
っ

て
、
医
療
費
を
軽
々
し
く
削
減
す
る
こ
と
は

も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
り
、経
済
に
医
療
を
あ

わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
医
療
に
経
済
を
合
わ

せ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

世
界
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会
議

昨
年
五
月
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

開
か
れ
た
世
界
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会
議
に

出
席
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
テ
ー
マ
は
、

「貧
困
」
で
あ
り
、
世
界
を
席
捲
す
る
グ
ロ

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・市
場
原
理
主
義
を
批
判

し
て
お
り
ま
す
。

会
議
で
は
「社
会
の
二
極
化
を
推
し
進
め
、

勝
ち
組
と
負
け
組
み
を
作
り
、
貧
し
い
一
般

市
民
を
苦
し
め
る
こ
と
は
医
療
の
本
質
に

反
す
る
」
と
議
論
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
に

お
い
て
も
、
も
う

一
度
、
「人
間
の
幸
せ
と

は
何
か
」
を
医
学
界
の
テ
ー
マ
と
し
て
論
ず

る
時
代
が
来
て
い
る
と
考
え
ま
寃

ア
フ
リ
カ

・
ザ
イ
ー
ル
訪
問

一
九
八
二
年
ア
フ
リ
カ
・ザ
イ
ー
ル
で
働

い
て
い
る
助
産
師
の
徳
永
瑞
子
さ
ん
を
訪

ね
て
い
き
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
母
子
保
健
、

風
土
病
対
策
、
一塞
壼
琶
曇

特
に
教
育
が
重

視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

わ
ず
か

一
週
間
の
視
察
で
し
た
が
、絶
望

的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
困
難
な
状
況
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
薬
品
が
極
め
て
欠
乏
し

て
、
医
療
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
の

で
、徳
永
さ
ん
に
全
自
病
協
か
ら
日
本
製
薬

協
の
協
賛
を
得
て
三
回
に
わ
た
つ
て
数
百

万
円
ず
つ
の
薬
を
送
り
ま
し
た
。

中
国
東
北
部
と
の
医
療
交
流

北
京
市
に
あ
る
北
京
医
院
は
、
中
国
政
府

高
官
が
受
診
す
る
中
国
第

一
の
病
院
で
、多

く
の
友
人
が
い
ま
す
。

四
人
組
の
時
代
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い

中
国
は
、
ど
こ
の
病
院
も
薄
汚
れ
て
、
医
療

器
械
は
少
な
く
貧
弱
で
、
医
療
従
事
者
は
統

制
が
取
れ
ず
、無
気
力
な
空
気
が
漂
っ
て
い

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、最
近
は
北
京
等
の
都
市
に

一

〇
～
二
〇
階
建
て
の
近
代
的
巨
大
病
院
が

出
現
し
て
、
医
療
従
事
者
は
洗
練
さ
れ
、
最

新
の
医
療
器
械
が
整
備
さ
れ
て
隔
世
の
感

を
強
く
感
じ
る
状
況
に
な
つ
て
き
ま
し
た
＾ヽ

こ
の
二
十
年
間
に
驚
く
べ
き
速
度
で
中

国
の
国
力
が
充
実
し
て
き
た
証
左
だ
と
思

い
ま
し
た
。

フ
イ
リ
ピ
ン
と
の
出
会
い

日
本
の
聖
母
訪
問
会
の
シ
ス
タ
ー
六
人

（女
医

一
、
看
護
師
二
名
を
含
む
）
は
、
イ

サ
ベ
ラ
州

（人
口
一
〇
〇
万
人
、
村
落

一
〇

〇
〇
）
の
中
心
、
ギ
バ
ン
村
に
定
住
し
て
、

医
療

・
介
護
ヽ
衛
生

。
生
活
指
導
な
ど
を
行

い
、村
民
の
た
め
に
献
身
的
に
尽
く
し
て
い

る
姿
を
み
ま
し
た
。
そ
の
と
き
診
療
所
設
立

の
強
い
要
請
を
受
け
、
帰
国
後
、
協
力
者
の

援
助
に
よ
り

一
千
万
円
を
集
め
て
ベ
ツ
ド

九
床
、
診
療
室
二
、
薬
局
等
を
整
備
し
た
診

療
所
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
他

竹
内
正
也
先
生
略
歴

昭
和
二
五
年
　
東
北
大
学
医
学
部
卒

同
三

一
年
　
医
学
博
士
取
得

同
二
人
年
　
い
わ
き
市
立
常
磐
病
院
院
長

同
六
四
年
　
社
会
福
祉
法
人
聖
母
訪
間
会

総
合
病
院
聖
ヨ
ゼ
フ
病
院
院
長

財
団
法
人
社
会
保
険
い
ば
ら
ぎ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
長

湘
南
グ
リ
ー
ン
老
健
施
設
長

同
施
設
長
退
職

日
本
病
院
団
体
協
議
会
議
長

全
国
公
私
病
院
連
盟
会
長

昭
和
五
八
年
　
自
治
大
臣
賞

同
六
二
年
　
藍
綬
褒
章

平
成
八
年
　
勲
四
等
瑞
宝
章

平
成
五
年

同
十
年

同
十
三
年

現
在

受
賞



平
成
十
八
年
関
東
艮
陵
同
窓
会

秋
季
大
会

・
水
戸
で
開
催

首
題
の
大
会
は
、
平
成
十
八
年
十

月
二
十
九
日

（日
）
、
水
戸
市
マ
ラ
マ

レ
ー
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。午
前
十

一
時
か
ら
茨
城
県
支
部
総

会
が
行
わ
れ
、
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー

池
田
成
昭
院
長
の
開
会
の
辞
に
引
き

続
き
、
平
成
十
五
年
か
ら
現
在
ま
で

の
物
故
さ
れ
た
会
員
十
二
名
に
黙
祷

を
捧
げ
、
引
き
続
い
て
秋
季
総
会

・

会
長
高
橋
慎

一
郎
茨
城
支
部
長
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。
本
秋
季
大
会
に
は
五

十
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
茨

城
県
以
外
か
ら
も
東
京
、
山
梨
、
新

潟
、
神
奈
川
な
ど
か
ら
も
参
加
が
あ

り
、
盛
会
で
あ
る
こ
と
、
茨
城
支
部

主
催
は
平
成
八
年
以
来
十
年
振
り
で

あ
る
こ
と
、
第

一
回
の
秋
季
大
会
は

昭
和
五
五
年
茨
城
支
部
主
催
で
行
っ

た
こ
と
な
ど
説
明
が
あ
っ
た
。
次
に

茨
城
支
部
の
庶
務
報
告
を
植
木
浜

一

総
務
担
当
幹
事
、
会
計
報
告
を
対
木

章
会
計
担
当
幹
事
が
行
っ
た
。

続
い
て
艮
陵
同
窓
会
関
東
連
合
会

役
員
の
挨
拶
と
報
告
に
移
っ
た
。
ま

ず
、高
橋
俊
雄
会
長
の
挨
拶
と
し
て
、

本
秋
季
大
会
の
準
備
に
当
た
ら
れ
た

茨
城
支
部

へ
の
謝
意
、
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
合
会
の
活
動
状
況
、
平
成
十

人
年
に
関
東
艮
陵
同
窓
会
か
ら
七
名

の
教
授
が
首
都
圏
に
誕
生
し
た
こ
と

な
ど
報
告
が
あ
つ
た
。
つ
ぎ
に
新
田

澄
郎
幹
事
長
か
ら
艮
陵
同
窓
会
関
東

連
合
会
の
会
員
数
は

一
〇
〇

一
名
、

会
費
納
入
率
六
〇
％
、
春
季
大
会
の

報
告
が
あ
り
、
最
後
に
平
成
十
九
年

度
秋
季
大
会
に
つ
い
て
新
潟
支
部
の

相
馬
芳
昭
先
生
か
ら
、
明
年
秋
に
は

新
潟
に
お
い
て
、
本
総
会
を
開
催
す

る
た
め
鋭
意
準
備
中
で
あ
る
と
の
ご

報
告
が
あ
っ
た
。

次
い
で
特
別
講
演
に
移
っ
た
。
今

回
の
演
者
は
東
北
大
学
病
院
長
、
東

北
大
学
副
学
長
里
見
進
先
生
に

「東

北
大
学
病
院
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し

て
ご
講
演
を
頂
い
た
。
講
演
の
あ
ら

ま
し
は
、
東
北
大
学
も
独
立
行
政
法

人
化
し
、
財
政
的
に
は
大
き
な
影
響

を
受
け
経
営
面
で
は
、
完
全
な
独
立

採
算
制
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

こ
れ
ま
で
建
設
し
た
建
物
や
設
備
、

機
材
は
す
べ
て
病
院
の
借
金
と
計
上

さ
れ
、
そ
の
返
済
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
厳
し
い
運
営
に
つ下
て

話
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
営
長
や
院
長

な
ど
の
組
織
の
ト
ツ
プ
は
、
経
営
手

腕
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
な
ど
が
重
要

に
な

っ
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
一

財隷孵嚇鰯抑潮麒轍“い駆市肝

題
で
あ
り
、
新
し
い
制
度
に
基
づ
い

赫
彬
鍵
蹴
勢
は耕
勁

高
度
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
を
富
城
県

輪
綿
藁
慶
藉
断
卿

指
導
体
制
の
充
実
、
治
験
セ
ン
タ
ー

の
充
実
を
は
か
つ
た
こ
と
等
を
述
べ

ら
れ
た
。
そ
し
て
新
装
成
っ
た
東
北

大
学
医
学
部

・
病
院
キ
ャ
ン
パ
ス
の

威
容
、
明
る
い
近
代
的
な
病
院
の
内

部
、
以
前
と
は
が
ら
り
と
変
わ
っ
た

中
央
廊
下
な
ど
の
写
真
を
示
さ
れ
、

東
北
大
学
医
学
部

。
病
院
の
明
る
い

将
来
と
発
展
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う

で
、会
員

一
同
大
変
心
強
く
感
じ
た
。

特
別
講
演
終
了
後
は
、
全
員
で
記

念
撮
影
を
行
い
、
イ
・
ソ
リ
ス
テ
イ
・

イ
バ
ラ
キ
室
内
合
奏
団
の
美
し
い
演

奏
を
聴
き
な
が
ら
懇
親
会
に
入
り
、

年
後
二
時
、
楽
し
い
中
で
会
は
終
了

し
た
。
（文
責
　
一品
橋
俊
雄
会
長
）



東
北
大
学

三
師
会
開
催

東
北
大
学
　
医

・
薬

・
歯
学
部
卒
業
生

に
よ
る
表
記
会
合
が
本
年
四
月
二
十
二
日

（日
）
正
午
よ
り
、
東
京
・
市
ケ
谷
の
私
学

会
館
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
、
約
二
十

名
が
参
会
し
た
。
高
橋
俊
雄
会
長
の
講
演

「が
ん
で
死
な
な
い
た
め
に
」
が
あ
り
、
参

加
者
の
自
己
紹
介
あ
り
で
、
お
互
い
の
楽
し

い
会
話
も
弾
み
午
後
三
時
散
会
し
た
。

全
学
同
窓
会
関
東
支
部
会

第

二
十
回
総
会
開
催

頭
書
の
会
が
平
成
十
八
年
十
月
二
十

一

日
午
後
六
時
よ
り
東
京
神
田
の
学
士
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
特
別
講
演
は
、
理
学
部
昭
和
二
人

年
卒
で
ア
ラ
ス
カ
大
学
国
際
北
極
圏
研
究

セ
ン
タ
ー
所
長
、
日
本
学
士
院
賞
受
賞
者
の

赤
祖
父
俊

一
先
生
に
よ
る
「極
北
の
世
界
と

オ
ー
ロ
ラ
の
神
秘
―
北
極
圏
に
お
け
る
気

候
変
動
と
地
球
温
暖
化
」
で
、
数
多
く
の
綺

麗
な
オ
ー
ロ
ラ
の
写
真
を
も
と
に
、
オ
ー
ロ

ラ
は
光
の
カ
ー
テ
ン
で
あ
る
が
、高
い
上
空

か
ら
見
る
と
輪
で
、
そ
の
中
心
は
地
磁
気
の

中
心
で
あ
り
、
そ
の
光
は
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
と

同
じ
原
理
に
よ
り
発
生
す
る
自
然
の
ネ
オ

ン
サ
イ
ン
で
、
地
球
自
体
が
磁
石
で
あ
る
の

で
、
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
相
似
し
、
酸
素
、
水

素
，窒
素
の
電
子
の
衝
突
に
よ
り
発
生
す
る

こ
と
、
土
星
、
木
星
に
は
オ
ー
ロ
ラ
が
あ
り
、

水
星
、
金
星
に
は
無
く
、
オ
ー
ロ
ラ
の
存
在

す
る
惑
星
に
は
酸
素
が
存
在
す
る
の
で
、
生

物
の
存
在
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

ま
た
地
球
の
温
暖
化
は
メ
キ
シ
ョ
暖
流
が

北
極
海
に
流
入
す
る
な
ど
の
自
然
現
象
の

変
化
に
よ
る
自
然
変
動
も
原
因
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
、炭
酸
ガ
ス
の
増
加
の
み
が
原
因

で
な
い
な
ど
、
病
気
を
ミ
ク
ロ
に
近
い
範
囲

で
考
え
る
我
々
の
分
野
と
は
正
反
対
の
、
大

宇
宙
の
現
象
を
分
析
し
た
先
生
の
お
話
は

大
変
に
興
味
深
か
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
に
移
り
、
総
勢

一

二
五
名
の
十
学
部
の
同
窓
生
が
互
い
に
旧

交
を
暖
め
あ
っ
た
。

医
学
部
か
ら
は
、
浦
本

（昭
十
九
）

渡
部

全
一六
）
、
新
井

公
〓
Ｃ
、
山
形

公
一

九
）
、
信
田

（二
九
）、
小
山
田

（三
〇
）、

田
家

今
壬

し
、
篠
原

全
壬
こ
、
諸
先
生
の

計
八
名
で
あ
っ
た
。
　
　
　
（信
田
記
）

若
手
会
開
催

一半
成
十
九
年
二
月
二
日
、飯
田
橋
ビ
ル
２

０
Ｆ
。
北
海
道

（店
名
）
に
て
、
若
手
会
が

開
催
さ
れ
た
。
昨
年
よ
り
は
参
加
者
は
若
干

少
な
か
つ
た
が
平
成
九
年
卒
の
若
手
か
ら

昭
和
三
四
年
卒
ま
で
の
自
称
若
手
ま
で
、多

く
の
関
東
艮
陵
会
員
が
参
加
し
て
、
日
頃
の

忙
し
さ
を
忘
れ
飲
み
放
買

食
べ
放
題
、
言

い
放
題
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

各
人
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
か
な
り
時
間
オ
ー

バ
ー
の
人
も
い
た
が
、
自
己
宣
伝
も
兼
ね
た

情
報
交
換
の
場
と
し
て
大
変
に
有
効
で
あ

つ
た
。
　

（写
真

。
若
手
会
）

東
北
大
学
創
立

百
周
年
記
念

東
京
祝
賀
会
及
び
講
演
会

頭
書
の
会
合
が
左
記
の
日
程
で
開
催
予

定
で
す
。

な
お
詳
細
は
全
学
同
窓
会
本
部
事
務
局

よ
り
連
絡
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
時
卜
平
成
十
九
年
六
月
二
十
二
日

（土
）

受
付

。
午
後

一
時
二
十
分
か
ら

場
所
―
神
田
学
士
会
館

講
演
会
―
午
後
二
時
よ
り
　
全
学
同
窓
会

関
東
支
部
総
会
　
同
二
時
三
十
分

よ
り
　
創
立
百
周
年
祝
賀
会
挨
拶

祝
賀
懇
親
会
１
午
後
五
時
十
五
分
か
ら

同
六
時
二
十
分

関
東
艮
陵
同
窓
女
医
部
会
開
催
決
定

右
記
部
会
は
次
ぎ
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
Ｇ

＊
　
平
成
十
九
年
七
月
七
日

（土
）

＊
　
場
所

‥
麹
町
東
京
Ｆ
Ｍ

静
一
ｒ
お
壁
●

地
下
鉄
半
蔵
門
線

「半
蔵
門
」
下
車

徒
歩
３
分

会
費
納
入
の
お
願
い

今
年
度
会
費
三
千
円
を
同
封
の
振
替
用

紙
に
て
ご
納
入
く
だ
さ
い
。
総
会
会
費

も
同
様
に
願
い
ま
す
。

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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